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私 塾 ネ ッ ト （ 全 日 本 私 塾 教 育 ネ ッ ト ワ ー ク ） 主 催

日 本 の 歴 史 を 自 信 を 持 っ て 伝 え る

「 塾 人 ・ 先 生 ・ 大 人 の た め の 歴 史 講 座 」
第 一 期 最 終 回 （ 第 ９ 回 ） ３ 月 ７ 日 （ 木 ）

第 二 期 （ １ ０ 回 ～ ２ ０ 回 ） ４ 月 ７ 日 （ 日 ） 開 講

先人 の 「志 」や 「 生き 様」 を そし て 日本 と世 界 を学 びま し ょう 。

日 本の 宝で あ る子 ども た ちが 逞 しく 生き ら れる よう に 。

旧 石器 時 代か ら現 代 まで の日 本 史を 一 気に 語る 力 を養 う歴 史 講 座で す。

・ 日本 人 の教 養と し て歴 史が 学 べま す 。

・ 毎回 目 から 鱗の え っ？ と驚 く 内容 で す。

・ 僕ら は 本当 に日 本 史を 知っ て いた ん だろ うか ？ とき っ と思 い ます よ。

・ 日本 人 の活 き活 き とし たた く まし さ を感 じる 講 座で す 。

・ 海外 の 方に 自国 日 本を 語る の に非 常 に役 立つ 講 座で す 。

・ 塾人 ・ 先生 にこ だ わら ず、 全 ての 方 にお 薦め し ます 。

・ 騙さ れ たと 思っ て １回 だけ で も受 講 して みて く ださ い 。

◆ 私 事 な が ら 。。。
当 然 の こ と な が ら 、 私 田 中 も 小 学 生 の 時 か ら 歴 史 を 学 び 、 今 も 中 ３ 受 験 生 に 歴

史 を 教 え て い ま す 。 歴 史 を 好 き に な っ て も ら い 高 得 点 を と ら せ る た め に 少 し ず つ

で す が 勉 強 を 続 け て ま い り ま し た 。 教 科 書 に 対 す る 違 和 感 も あ り 、 歴 史 を ど う 教

え れ ば よ い の か と 迷 い 、 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し て き た の で す 。

そ ん な 中 、 こ の ３ 年 で 出 会 っ た の で す ！ す ご い 先 生 方 に 。 オ ン ラ イ ン 講 座 の お

か げ で す 。 縄 文 時 代 か ら 現 代 ま で 、 何 が ど う 繋 が っ て い る の か ？ 誰 が ど う 繋 げ

て き た の か ？ そ れ は 何 の た め な の か ？ 歴 史 の 事 実 に そ っ て わ か り や す く 教 え

て く だ さ い ま す 。 そ の お 二 人 の 先 生 を ご 紹 介 し ま す 。

◆ お １ 人 目 の 先 生 斉 藤 武 夫 先 生

一 人 の 小 学 校 の 先 生 （ 斉 藤 武 夫 先 生 ） が 、「 日 本 が も っ と 好 き に な る 歴 史 授

業 」 の 全 指 導 案 と 資 料 を 作 ら れ ま し た 。 そ し て 千 葉 ・ 船 橋 の 有 力 な 小 学 校 校 長

先 生 が 学 校 で こ の 歴 史 教 育 を 広 め る 活 動 を 今 現 在 一 生 懸 命 に や っ て い ら っ し ゃ

い ま す 。 そ の 校 長 先 生 は 「 行 政 に は 期 待 で き な い の で 自 分 た ち の 力 で 一 人 で も

多 く 幸 せ に な る 子 ど も を 増 や し ま し ょ う 。」 と お っ し ゃ っ て い ま す 。

◆ お ２ 人 目 の 先 生 本 講 座 講 師 藤 岡 信 勝 先 生

斉 藤 武 夫 先 生 の ご 紹 介 で 私 田 中 が 現 在 も 学 び を い た だ い て い る 先 生 で す 。

斉 藤 武 夫 先 生 の お 師 匠 さ ま で す 。 そ し て 本 講 座 で ご 教 授 く だ さ る 先 生 で す 。
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● １ ９ ４ ３ 年 （ 昭 和 １ ８ 年 ） 北 海 道 生 ま れ 。 教 育 研 究 者 。 北 海 道 大 学 ・

大 学 院 卒 業 後 、 東 京 大 学 教 育 学 教 授 、 拓 殖 大 学 教 授 な ど を 歴 任 。

● １ ９ ９ ５ 年 、 教 室 か ら の 歴 史 教 育 改 革 を め ざ し 「 自 由 主 義 史 観 研 究 会

（ ＝ 階 級 闘 争 史 観 で は な い 史 観 ）」 を 組 織 。

● １ ９ ９ ７ 年 、「 新 し い 歴 史 教 科 書 を つ く る 会 」の 創 立 に 参 加 。現 在 副 会 長 。

● 著 書「 教 科 書 検 定 崩 壊（ 飛 鳥 新 社 ）」「 国 難 の 日 本 史（ ビ ジ ネ ス 社 ）」な ど 。

お 二 人 と の 出 会 い を 私 一 人 の も の に し て お く こ と は も っ た い な い 。 塾 業 界 の 一

人 で も 多 く の 方 に 、 教 科 書 に 載 っ て い な い （ 教 科 書 で は 隠 さ れ て い る ） 歴 史 を 学

び 、子 ど も た ち の 幸 せ に 繋 げ て い た だ き た い 。そ ん な 思 い で 講 座 を 企 画 し ま し た 。

日 本 人 と し て 生 ま れ て こ ら れ た こ と は 奇 跡 で す 。 私 た ち が 先 祖 様 か ら 受 け 継 い

で い る 素 敵 な 国 を 次 の 世 代 に 伝 え る た め に 、 社 会 科 で は な い 先 生 に も ぜ ひ ぜ ひ に

学 ん で い た だ き た い 講 座 で す 。 今 を 生 き て い る 私 た ち が 「 命 の バ ト ン 」 と 「 国 づ

く り の バ ト ン 」 を 次 の 世 代 に 渡 し ま し ょ う 。 そ し て そ の 子 ど も た ち に 次 の バ ト ン

を 渡 し て も ら い ま し ょ う 。

万 障 お 繰 り 合 わ せ の 上 ご 参 加 く だ さ い ま す よ う 切 に お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

＜ 第 一 期 ＞ 最 終 回 （ 第 ９ 回 ） 令 和 ６ 年 /2024 年 ３ 月 ７ 日 （ 木 ）

午 前 10 時 30 分 ～ 12 時 30 分
12:30 以 降 30 分 程 度 交 流 会 を 行 い ま す 。 交 流 会 へ の 参 加 は 任 意 で す 。

＜ 第 二 期 ＞ 令 和 ６ 年 /2024 年 ４ 月 ７ 日 （ 日 ） か ら 翌 年 ３ 月 （ 全 11 回 ）

毎 月 第 一 日 曜 日 午 後 ２ 時 ～ ４ 時 ３ ０ 分

８ 月 は お 休 み 。 ５ 月 と １ 月 は 第 三 日 曜
4:30 以 降 交 流 会 を 行 い ま す 。 交 流 会 へ の 参 加 は 任 意 で す 。

＜ 参 加 形 態 ＞ オ ン ラ イ ン （ ｚ ｏ ｏ ｍ ） ま た は 会 場 で の 学 習

当 日 参 加 で き な か っ た 方 の た め に ア ー カ イ ブ 配 信 し ま す 。

＜ 学 習 会 場 ・ 発 信 会 場 ＞
（ 第 一 期 ） 東 京 ・ 大 井 町 い ぶ き 学 院

〒 240-0014 品 川 区 大 井 1-23-4 OVAL ビ ル ８ Ｆ Tel.03-5743-7458

（ 第 二 期 ） 株 式 会 社 ラ ン ド ネ ッ ト 本 社 会 議 室

〒 171-0022 豊 島 区 南 池 袋 1-16-15 ダ イ ヤ ゲ ー ト 池 袋 ７ 階

JR 池 袋 駅 東 口 よ り 330m/徒 歩 5 分
東 京 の 景 色 が 美 し く 見 え る 素 敵 な 会 場 で す 。

＜ ZOOM ID パ ス コ ー ド ＞

お 申 込 者 の み な さ ま に 事 前 に メ ー ル で ご 案 内 い た し ま す 。

当 日 参 加 さ れ た 方 に も 復 習 と し て ア ー カ イ ブ 配 信 し ま す 。

＜ 参 加 費 用 ＞ お 一 人 1 講 座 2000 円

第 一 期 一 括 申 込 15000 円 （ 税 込 ）

第 二 期 一 括 申 込 19000 円 （ 税 込 ）

＜ 内 容 ＞ 日 本 の 旧 石 器 文 化 か ら 現 代 ま で
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＜ 教 材 ＞ 自 由 社 「 検 定 合 格 新 し い 歴 史 教 科 書 」 教 材 ア マ ゾ ン ペ ー ジ

各 自 お 取 り 寄 せ く だ さ い 。

＜ 定 員 ＞ ZOOM の 限 度 ま で ( ^^; )

＜ 主 催 ＞ 私 塾 ネ ッ ト https://shijuku.net/ 理 事 長 田 中 宏 道

（ LAPIS 鎌 ケ 谷 http://lapis-sonrisa.com/）
千 葉 県 鎌 ヶ 谷 市 道 野 辺 本 町 1-4-1

Tel&Fax 047-443-1010 ／ 田 中 携 帯 090-4822-0137
■ 第 一 期 の 内 容

（ 01） 日 本 の 旧 石 器 文 化 と 縄 文 文 化 １ 回 ～ ８ 回 無 料 公 開 動 画 で す

（ 02） 稲 作 と 「 ム ラ か ら ク ニ へ 」 の 発 展 ダ イ ジ ェ ス ト

（ 03） 神 話 が 語 る 国 の 始 ま り

（ 04） 大 和 朝 廷 と 東 ア ジ ア

（ 05） 日 本 文 明 の 方 向 づ け を し た 聖 徳 太 子

（ 06） 大 化 の 改 新 か ら 律 令 国 家 の 成 立 ま で

（ 07） 日 本 の 律 令 国 家 と そ の 変 容

（ 08） 元 寇 を 撃 退 し た 鎌 倉 武 士

（ 09） ３ ／ ７ 木 室 町 幕 府 と 南 北 朝 の 争 乱

■ 第 二 期 の 日 程 と 内 容 （ す べ て 日 曜 日 で す ）

日 程 内 容
第 １ ０ 回

豊 臣 秀 吉 と バ テ レ ン 追 放 令
４ ／ ７

第 １ １ 回
「 徳 川 の 平 和 」 は ど の よ う に し て 成 っ た か

５ ／ １ ９

第 １ ２ 回
欧 米 の 革 命 と 日 本 へ の 接 近

６ ／ ２

第 １ ３ 回
ペ リ ー 来 航 と 幕 末 の 志 士 た ち

７ ／ ７

第 １ ４ 回
明 治 維 新 と は 何 で あ っ た か

９ ／ １

第 １ ５ 回
明 治 国 家 と 日 清 ・ 日 露 戦 争

１ ０ ／ ６

第 １ ６ 回
第 一 次 世 界 大 戦 と 日 本

１ １ ／ ３

第 １ ７ 回
共 産 主 義 と フ ァ シ ズ ム の 台 頭

１ ２ ／ １

第 １ ８ 回
大 東 亜 戦 争 と ア ジ ア の 独 立

１ ／ １ ９

第 １ ９ 回
日 本 占 領 と 冷 戦

２ ／ ２

第 ２ ０ 回
冷 戦 後 の 世 界 と 日 本 の 未 来

３ ／ ２

https://shijuku.net/
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＜ お 申 し 込 み ・ お 支 払 い ＞
全 回 通 し て の お 申 し 込 み で も 、 １ 回 毎 の お 申 し 込 み で も か ま い ま せ ん 。

各 回 で き ま し た ら ３ 日 前 の 木 曜 日 ま で に お 申 し 込 み く だ さ い 。

右 の Ｑ Ｒ コ ー ド （ 私 塾 ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ ） よ り お 申 し 込 み

お 申 し 込 み 、 お 支 払 い く だ さ い 。 https://shijuku.net/
（ 決 済 は Ｐ ｅ ａ ｔ ｉ ｘ を 使 っ て お り ま す 。）

メ ー ル 申 し 込 み は 下 記 を コ ピ ー し て お 使 い く だ さ い 。

所 属 先 （ 塾 名 ・ 会 社 名 な ど ）

電 話 番 号

メ ー ル ア ド レ ス

参 加 者 お 名 前

参 加 予 定 日 全 回 ／ 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

M a i l送 信 先 ： lapis @ p r o of . o c n . n e . j p

https://shijuku.net/

